
日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会・関連する学会における
「ダイバーシティ・男女共同参画」に関するアンケート調査

‐平成26年度から令和6年度まで過去6回の比較検討－

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総務部 ダイバーシティ・働き方改革委員会

• 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総務部 ダイバーシティ・働き方改革委員会（前：男女共同参画委員会）において同学会と関連する学会の事務局に「ダイバーシ
ティ・男女共同参画」に関するアンケート調査を平成26年度より令和4年度までの間に計5回おこなってきた．

• 今回令和6年度に第6回目の調査をおこなった．該当する学会は16学会であり，回答率は100％であった．
• 平成26年度，28年度，30年度，令和2年度，令和4年度および令和6年度における調査についてその結果を比較検討したので報告する．

◆ 各学会の医師会員数，女性医師比率の推移

◆ 各学会における役員数と女性比率

➢ 調査結果 （表内の黄色枠は平均以上を示す）

• 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会の女性比率は，耳鼻咽喉科頭頸部外科医の女性比率を直
接反映するもので，令和6年は25.2％である．

• 16学会における女性学会員の平均比率は，平成26年は17.9％，平成28年は18.7％，平成30
年18.8％，令和2年20.0％，令和4年22.1％，令和6年22.8％と増加傾向を示していた．

• 日本の耳鼻咽喉科頭頸部外科医師における女性比率に達していないものの，過去6回の調
査のうち過去最高値であることが確認された．

• 今回令和6年度の調査で得られた女性役員比率は平均8.3%であった．
• 平成26年度4.1%，平成28年度4.9％，平成30年度3.8%，令和2年度5.0％，令和4年度7.3％と
全体的に徐々に増加傾向にあり今回の調査では過去最高の比率であった．

• しかしながら女性医師の指導的地位への参画は未だ十分とは言えない状況である．

◆ 役員選出に関する，クオータ制（割当制）等の女性医師登用への
ポジティブアクションの有無

• 16学会中，ポジティブアクション「あり」との回答は平成28年と平成30年は0％，令和2年11.8％，
令和4年31.3％であり，今回令和6年の第6回アンケートでは43.8%と増加していた．

• しかし，前述の如く耳鼻咽喉科頭頸部外科医に占める女性医師の割合が25.2％である一方で，
16学会において学会役員に占める女性医師の割合は平均8.3％と大きな開きが認められた．

• 学会総会・学術集会における託児所設置
率は，平成26年41.2％，令和4年は56.3％
であり，今回は62.5％であった．

• 令和4年度の調査の際には，新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴うウェブ学会併
用など，社会的背景の影響が考えられた．

• 令和6年は前回に比較し微増していた．

◆ 各学会総会・学術集会における託児所設置

◆ 学会内における女性医師支援や男女共同参画推進に関する
アクションプランの有無

• 16学会中アクションプラン「あり」との回答
は平成26年17.6％，令和4年は50.0％で
あり，令和6年は62.5％と増加傾向であり，
「なし」，「検討中」が18.8％であった．

• 基盤整備は進みつつあるが，さらに充実
することが望まれる．

謝辞：関係者の皆様・アンケートにご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます．

◼ 以上，平成26年（2012年）より11年間における第6回目までの調査結果を御報告致します．
◼ 今回のアンケート調査にご協力をいただいた日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会と関連する学会の会長・理事長，事務局の各位に深く感謝申し上げます．
◼ 次回の調査におきましても，今回同様のご協力をお願い申し上げるとともに，よりよいダイバーシティ・働き方改革の実現を目指して，本委員会への具体的な提言をお待ちしております．

【指定演者】

【座長】

• 座長については今回8.2％であり，平成26年6.5％，令和4年7.2％と増加傾向にあるなか，今
回最高値に達した．

• しかし，指定演者および座長への登用比率（15.9％, 8.2％）は耳鼻咽喉科頭頸部外科医師中
の女性医師比率や16学会会員内の女性医師比率（25.2％, 22.8％）と比較し今なお大きな開
きがあることが確認された．

• 女性医師の更なる活躍と，これに伴う指定演者や座長への登用の向上が望まれる．

◆ ダイバーシティに関する工夫

◆ 各学会総会・学術集会の指定演者・座長への女性登用比率

＜令和6年度新規質問事項＞
以下今回の調査で追加した質問事項への結果を示す．

◆ 働き方改革に関するの工夫

◆ 学会専門資格について

－回答例一部抜粋ー
• ダイバーシティ委員会の設置
• 入会時，性別の選択肢に「登録しない」を用意
• 学術講演会におけるダイバーシティ推進シンポジウム・セ
ミナー・セッションの企画

• 学会総会・学術講演会における女性座長の数を増やす
• 若手女性医師対象のアンケートや座談会を実施
• 評議員に活躍している女性医師を推薦し，女性医師のモ
チベーション向上を画策

• 「輝く耳鼻咽喉科頭頸部外科女性賞」「子育て支援賞」の
表彰

• 多彩なキャリアの医師の講演の企画
• 各学会や医局の男女共同参画の取りくみを確認・公表 等

－回答例一部抜粋ー
• 働き方に関するアンケート調査の実施．
• 休日および夜間の会議開催を回避
• 学会で働き方改革についての企画をおこない会報誌など
にも掲載している．

• 委員会に若手医師を加え，より新鮮な意見を聞くことがで
きるようになった．

• 委員会の活動をしやすい（働きやすい）環境の整備．
• 座談会，セミナーの企画，成果物の配布をおこなっている．
等

• 16学会中50％で有り，18.8％で検討中，31.3％で無しの結果を得た．

• 16学会中25.0％で有り，18.8％で検討中，56.3％で無しの結果を得た．

• 各学会の専門資格の有無について，また有りの場合の専門資格の名称と資格取得者の人
数およびその中の女性の人数を問うたところ，9学会（56％）より専門資格ありとの回答を得
た．

• 資格取得医師の延べ人数は17,950名であり，このうちの女性は4,051名（22.6％）であること
が確認された．
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－ポジティブアクション内容例ー
• 女性理事枠の設置（5学会）
• クォーター制の導入，委員会への女性委員
の積極的な登用

• 女性が極端に少なくならないように配慮する
• 将来の役員候補となる女性会員の増やすよ
う努力する 等

• 学会総会・学術集会におけるシンポジウムやパネルディスカッションなど指定演者における
女性登用比率は平均で令和6年度が15.9％であった．

• 平成26年10.0％，令和4年19.7％であり，全体的には増加傾向であるものの，前回に比較し
低下していた．以後の経過の確認が望ましいと考えられる．
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学会名 専門資格名称 総人数 女性人数 女性(％)

耳鼻咽喉科専門医 8,856 2,161 24.4

補聴器相談医 5,285 1,352 25.6

日本めまい平衡医学会 めまい相談医 870 213 24.5

耳科手術指導医 199 10 5.0

耳管ピン手術実施医 61 6 9.8

耳科学会認定医 338 44 13.0

日本鼻科学会 鼻科手術指導医（暫定指導医） 132 3 2.3

日本気管食道科学会 日本気管食道科学会認定気管食道科専門医 1,079 115 10.7

日本音声言語医学会 音声言語認定医/音声言語認定士（ST含む） 194 68 35.1

日本顔面神経学会 日本顔面神経学会認定顔面神経麻痺相談医 95 10 10.5

日本頭頸部外科学会 頭頸部がん専門医 536 27 5.0

日本嚥下医学会 嚥下相談医制度 305 42 13.8

計 17,950 4,051 22.6

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会

日本耳科学会
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